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本
論
文
で
は
、
平
安
時
代
後
期
、
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）
に
即
位
し
た
後
三
条
天
皇
（
一
〇
三
四
│
一
〇
七
三
）
や
そ
の
治
世
に
光
を
あ
て
、
主
に
儀
式
の
面
か
ら
み
た
場
合
の
後
三
条
期
（
一
〇
六
八
│
一
〇
七
二
）
の
特
質
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
　
宇
多
天
皇
以
来
お
よ
そ
一
七
〇
年
ぶ
り
に
、
藤
原
氏
と
直
接
の
外
戚
関
係
に
な
い
（
外
祖
父
・
外
伯
叔
父
の
範
囲
に
藤
原
氏
が
い
な
い
）
立
場
で
即
位
し
た
後
三
条
は
、
そ
の
出
自
か
ら
前
代
の
天
皇
た
ち
に
比
し
て
摂
政
・
関
白
と
の
し
が
ら
み
が
少
な
く
、
従
来
の
摂
関
政
治
と
異
な
り
、
自
ら
進
ん
で
政
治
を
主
導
的
に
行
え
た
と
さ
れ
る
。
在
位
期
間
は
五
年
に
も
満
た
な
か
っ
た
が
、
そ
の
間
に
、
延
久
の
荘
園
整
理
、
記
録
所
の
設
置
、
宣
旨
枡
・
度
量
衡
の
制
定
な
ど
の
諸
政
治
改
革
が
な
さ
れ
、
中
世
的
な
天
皇
へ
の
権
力
集
中
を
実
現
さ
せ
た
。
ま
た
、
時
の
摂
政
・
関
白
と
の
外
戚
関
係
に
左
右
さ
れ
て
い
た
皇
位
継
承
も
、
し
が
ら
み
の
少
な
い
後
三
条
は
天
皇
の
側
に
そ
の
決
定
権
を
回
復
し
、
自
ら
新
た
な
継
承
の
道
筋
を
つ
け
、
中
世
的
な
王
家
の
形
成
へ
と
繋
が
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
後
三
条
期
を
境
に
、
摂
関
政
治
の
時
代
か
ら
院
政
の
時
代
へ
と
移
っ
て
い
き
、
政
治
の
面
で
は
転
換
点
の
時
期
に
あ
っ
た
。
　
た
だ
、
一
一
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
後
期
に
か
け
て
は
、
前
後
の
時
代
よ
り
も
一
次
史
料
が
乏
し
く
、
歴
史
に
お
い
て
空
白
の
期
間
に
あ
た
り
、
研
究
の
余
地
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
後
三
条
に
関
し
て
も
当
て
は
ま
り
、
近
年
、
後
三
条
が
自
ら
儀
式
書
を
撰
し
て
い
た
と
い
う
事
実
、
そ
の
後
三
条
撰
の
儀
式
書
に
比
定
さ
れ
る
史
料
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
新
た
に
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
政
治
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
儀
式
の
面
で
の
後
三
条
の
よ
う
す
が
具
体
的
に
み
え
る
点
で
、
こ
れ
ら
の
成
果
は
貴
重
な
発
見
と
言
え
る
。
　
そ
こ
で
、
そ
う
し
た
先
行
研
究
を
う
け
、
こ
れ
ま
で
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
の
な
か
っ
た
、
儀
式
の
面
か
ら
み
た
後
三
条
期
の
特
質
を
新
た
に
導
き
出
す
と
い
う
の
が
本
論
文
の
目
的
で
あ
る
。「
中
世
の
基
礎
を
築
い
た
君
主
」
と
理
解
さ
れ
、
政
治
上
の
革
新
的
な
事
績
に
着
目
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
後
三
条
や
そ
の
治
世
（
後
三
条
期
）
が
、
儀
式
の
面
で
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
考
察
し
た
。
　
第
一
章
「
即
位
以
前
の
尊
仁
親
王
（
後
三
条
天
皇
）」
で
は
、
本
題
で
あ
る
後
三
条
期
の
特
質
を
考
察
す
る
前
提
と
し
て
、
即
位
以
前
の
後
三
条
天
皇
の
よ
う
す
を
誕
生
の
前
段
階
よ
り
た
ど
る
こ
と
を
試
み
た
。
後
三
条
の
治
世
は
、
四
〇
年
近
い
生
涯
の
う
ち
晩
年
の
お
よ
そ
五
年
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
前
半
生
を
ふ
り
返
り
、
生
い
立
ち
や
人
と
な
り
な
ど
を
確
認
し
て
即
位
に
至
る
ま
で
の
背
景
を
検
討
す
る
の
も
、
特
質
を
導
き
出
す
効
果
的
な
手
段
に
な
り
え
る
か
ら
で
あ
る
。
　
後
三
条
は
、
長
元
七
年
（
一
〇
三
四
）
に
当
時
の
東
宮
敦
良
親
王
（
の
ち
の
後
朱
雀
天
皇
）
と
、
東
宮
妃
の
禎
子
内
親
王
（
の
ち
の
陽
明
門
院
）
と
の
間
に
、
第
二
王
子
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
両
親
と
も
に
皇
族
で
あ
っ
た
点
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
長
元
九
年
（
一
〇
三
六
）、
父
後
朱
雀
の
即
位
に
伴
い
、
親
王
宣
下
を
受
け
て
尊
仁
親
王
と
な
り
、
寛
徳
二
年
（
一
〇
四
五
）
に
父
が
崩
御
し
た
際
、
そ
の
遺
詔
に
よ
っ
て
異
母
兄
の
後
冷
泉
天
皇
の
東
宮
に
立
て
ら
れ
た
。
尊
仁
（
の
ち
の
後
三
条
）
は
藤
原
氏
と
外
戚
関
係
に
な
か
っ
た
が
、
時
の
関
白
藤
原
頼
通
（
九
九
二
│
一
〇
七
四
）
が
王
家
と
の
間
に
新
た
な
外
戚
関
係
を
構
築
で
き
な
か
っ
た
結
果
、
当
時
、
尊
仁
以
外
に
東
宮
候
補
と
な
る
皇
子
が
存
在
せ
ず
、
立
太
子
が
可
能
に
な
っ
た
。
以
降
、
即
位
す
る
ま
で
二
三
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
皇
位
を
待
ち
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
　
通
説
で
は
、
尊
仁
は
、
自
身
の
外
孫
と
な
る
皇
子
の
誕
生
・
立
太
子
・
即
位
を
め
ざ
後
三
条
期
の
特
質
│
│
儀
式
を
中
心
に
│
│
阿
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す
頼
通
の
邪
魔
に
な
り
、
特
に
立
太
子
後
は
大
き
な
圧
力
を
受
け
て
い
た
と
さ
れ
る
。
最
後
ま
で
実
現
こ
そ
し
な
か
っ
た
が
、
も
し
頼
通
が
一
人
で
も
外
孫
た
る
皇
子
に
恵
ま
れ
て
い
た
ら
、
尊
仁
は
た
と
え
即
位
で
き
た
と
し
て
も
一
代
限
り
の
中
継
ぎ
の
天
皇
扱
い
を
さ
れ
た
り
、
そ
も
そ
も
途
中
で
廃
太
子
さ
れ
た
り
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
と
い
う
。
本
論
文
で
は
、
そ
う
し
た
通
説
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
、
先
行
研
究
で
言
及
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
史
料
を
二
点
紹
介
し
、
既
出
史
料
に
対
し
て
も
再
度
検
討
を
加
え
、
即
位
以
前
の
尊
仁
の
よ
う
す
を
詳
細
に
描
き
出
し
た
。
　
一
点
目
の
史
料
は
、『
左
経
記
』
長
元
七
年
（
一
〇
三
四
）
八
月
二
二
日
条
お
よ
び
二
五
日
条
に
み
え
る
、
後
一
条
天
皇
の
中
宮
威
子
が
皇
子
誕
生
を
祈
願
し
た
記
事
で
あ
る
。
こ
の
祈
願
の
背
景
に
、
同
年
七
月
に
誕
生
し
た
ば
か
り
の
尊
仁
の
存
在
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
ま
ず
尊
仁
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
王
朝
に
お
け
る
皇
位
継
承
の
思
惑
に
巻
き
こ
ま
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
た
。
二
点
目
は
、『
土
右
記
』
永
承
元
年
（
一
〇
四
六
）
一
二
月
一
九
日
条
に
み
え
る
、
尊
仁
の
元
服
の
記
事
で
あ
る
。
そ
の
際
、
頼
通
が
作
法
に
反
し
、
よ
り
身
分
の
低
い
官
人
が
着
用
す
べ
き
装
束
で
現
れ
て
お
り
、
尊
仁
に
対
す
る
嫌
が
ら
せ
を
行
っ
て
い
た
と
推
測
し
た
。
こ
の
元
服
は
、
準
備
段
階
よ
り
東
宮
傅
の
不
在
や
東
宮
妃
の
出
自
の
問
題
な
ど
、
儀
式
運
営
上
で
不
都
合
な
点
が
生
じ
て
い
た
が
、
そ
の
原
因
に
は
頼
通
の
尊
仁
に
対
す
る
圧
力
・
無
関
心
な
ど
が
あ
り
、
元
服
当
日
に
お
け
る
頼
通
の
装
束
は
、
そ
う
し
た
感
情
の
最
終
形
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
た
。
ま
た
、
本
題
か
ら
外
れ
る
が
、
当
該
史
料
よ
り
、
儀
式
作
法
を
重
視
す
る
平
安
時
代
に
お
い
て
、
そ
の
場
の
儀
式
作
法
に
合
わ
な
い
装
束
を
身
に
つ
け
て
登
場
し
、
目
に
見
え
る
か
た
ち
で
自
分
自
身
の
何
ら
か
の
意
思
を
表
示
す
る
手
法
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
し
た
。
　
以
上
の
史
料
や
、
他
に
も
み
え
る
尊
仁
に
対
す
る
圧
力
の
よ
う
な
事
例
か
ら
、
即
位
す
る
ま
で
の
尊
仁
が
不
遇
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
。
通
説
で
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
尊
仁
が
藤
原
氏
と
直
接
の
外
戚
関
係
に
な
か
っ
た
点
を
挙
げ
て
簡
単
に
説
明
す
る
が
、
頼
通
と
尊
仁
の
間
に
生
じ
て
い
た
対
立
関
係
に
こ
そ
原
因
が
あ
る
と
考
え
た
。
結
局
、
尊
仁
は
父
母
ど
ち
ら
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
っ
て
も
道
長
一
門
に
連
な
る
（
尊
仁
は
父
系
・
母
系
ど
ち
ら
で
も
道
長
の
曽
孫
・
頼
通
の
大
甥
に
あ
た
る
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
関
係
が
悪
化
し
て
お
り
、
個
人
的
な
相
性
や
親
疎
の
問
題
で
こ
う
し
た
状
況
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
子
女
が
少
な
く
外
戚
関
係
の
構
築
の
機
会
が
限
ら
れ
て
い
た
頼
通
と
し
て
は
、
常
に
尊
仁
と
ま
で
新
た
な
関
係
を
作
る
（
娘
を
妃
に
立
て
る
よ
う
な
）
余
裕
が
な
く
、
自
身
の
後
宮
政
策
に
お
い
て
尊
仁
が
構
想
外
に
あ
り
、
両
者
は
没
交
渉
に
な
っ
て
い
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。
こ
う
し
た
尊
仁
の
不
遇
が
、
即
位
後
の
王
者
意
識
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
言
え
る
。
　
第
二
章
「
後
三
条
期
の
特
質
」
で
は
、
本
題
で
あ
る
儀
式
か
ら
み
た
後
三
条
期
の
特
質
を
考
察
し
た
。
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）、
尊
仁
親
王
は
二
三
年
の
東
宮
時
代
を
経
て
、
つ
い
に
後
三
条
天
皇
と
し
て
即
位
し
、
親
政
を
行
っ
て
政
治
改
革
を
進
め
た
。
そ
の
一
方
で
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
現
在
判
明
す
る
か
ぎ
り
、
①
『
後
三
条
院
年
中
行
事
』
②
『
院
御
書
』
③
『
後
三
条
院
御
次
第
』
と
い
っ
た
儀
式
書
の
作
成
も
し
た
と
さ
れ
る
。
①
は
年
中
行
事
全
般
に
関
す
る
も
の
、
②
は
叙
位
・
除
目
に
関
す
る
も
の
、
③
は
大
嘗
会
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
後
三
条
が
儀
式
に
臨
む
際
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
使
用
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
後
三
条
期
の
史
料
に
は
、
宮
中
に
お
け
る
儀
式
の
記
録
は
残
る
も
の
の
、
後
三
条
の
詳
細
な
よ
う
す
を
伝
え
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
前
後
の
時
代
ま
で
範
囲
を
広
げ
て
検
討
し
た
。
　
時
代
は
下
る
が
、
白
河
院
（
後
三
条
の
子
）
の
言
に
よ
り
、
生
前
の
後
三
条
の
よ
う
す
が
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
場
面
が
み
え
た
。
た
と
え
ば
、『
中
右
記
』
嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
）
一
〇
月
一
二
日
条
か
ら
、
後
三
条
が
、
当
時
天
皇
が
使
用
す
べ
き
儀
式
書
が
存
在
し
な
い
実
情
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
同
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）
一
〇
月
二
三
日
条
か
ら
、
後
三
条
が
、
政
務
を
行
う
際
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
父
後
朱
雀
院
の
日
記
「
後
朱
雀
院
御
記
」（『
後
朱
雀
天
皇
宸
記
』）
を
保
有
し
、
活
用
し
て
い
た
事
実
も
わ
か
る
。
こ
れ
ら
よ
り
、
在
位
中
の
後
三
条
が
、
天
皇
自
身
の
た
め
の
優
秀
修
士
論
文
概
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実
用
的
な
儀
式
書
を
必
要
と
し
、
実
際
の
作
法
に
関
し
て
は
父
後
朱
雀
の
も
の
を
参
考
に
し
て
い
た
と
想
定
で
き
た
。
　
加
え
て
、『
江
記
』
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
一
一
月
二
一
日
条
で
は
、
後
三
条
を
含
む
儀
式
作
法
の
継
承
過
程
が
み
え
た
。
鳥
羽
天
皇
（
後
三
条
の
曽
孫
）
の
大
嘗
会
卯
日
（
初
日
）
の
記
事
だ
が
、
鳥
羽
が
行
う
作
法
の
な
か
に
、
後
三
条
の
そ
れ
に
倣
っ
た
も
の
が
あ
り
、
さ
ら
に
後
三
条
は
そ
れ
を
父
後
朱
雀
か
ら
受
け
継
い
だ
こ
と
が
確
実
に
わ
か
る
。
作
法
の
継
承
の
観
点
か
ら
当
該
史
料
に
言
及
し
た
先
行
研
究
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
摂
関
期
か
ら
院
政
期
の
天
皇
ま
で
一
貫
し
て
同
じ
儀
式
作
法
が
継
承
さ
れ
て
い
る
事
例
と
言
え
る
。
一
見
す
る
と
、
断
絶
し
た
間
柄
に
み
え
る
摂
関
期
と
院
政
期
の
間
に
密
接
な
関
係
性
を
見
出
し
た
。
中
世
史
で
は
、
こ
う
し
た
「
天
皇
作
法
」
の
確
立
に
つ
い
て
、
後
三
条
や
白
河
の
手
に
よ
っ
て
全
く
新
し
い
作
法
が
創
出
さ
れ
た
と
捉
え
、
院
政
期
以
降
の
天
皇
の
功
績
と
し
て
理
解
す
る
が
、
古
代
史
の
立
場
か
ら
再
検
証
し
た
結
果
、
今
回
の
場
合
で
は
後
朱
雀
を
起
点
と
し
、
後
三
条
や
白
河
は
単
な
る
作
法
の
中
継
地
点
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
　
以
上
よ
り
、
第
一
に
、
後
三
条
が
自
身
の
た
め
の
儀
式
書
を
作
成
す
る
必
要
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
親
政
を
め
ざ
し
て
積
極
的
に
政
務
に
関
わ
っ
て
い
っ
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
と
考
え
た
。
ま
た
、
後
三
条
が
実
際
に
行
っ
て
い
た
作
法
は
、
父
後
朱
雀
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
そ
れ
ら
が
院
政
期
の
天
皇
た
ち
ま
で
伝
わ
っ
た
可
能
性
は
か
な
り
高
い
。
政
治
の
面
で
は
改
革
を
進
め
て
新
時
代
を
築
い
た
は
ず
の
後
三
条
で
あ
っ
た
が
、
儀
式
の
面
で
は
摂
関
期
以
来
の
あ
り
方
に
従
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
摂
関
政
治
に
よ
っ
て
自
身
の
即
位
を
長
年
否
定
さ
れ
続
け
て
き
た
の
に
、
皮
肉
に
も
、
摂
関
期
の
天
皇
た
ち
と
同
じ
作
法
を
と
ら
な
け
れ
ば
、
後
三
条
は
王
と
し
て
の
正
統
性
を
表
せ
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
儀
式
か
ら
み
た
後
三
条
期
の
特
質
と
は
、
そ
う
し
た
矛
盾
・
限
界
を
後
三
条
自
身
が
理
解
し
、
摂
関
期
か
ら
の
連
続
性
を
享
受
し
て
い
た
点
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
　
後
三
条
天
皇
お
よ
び
後
三
条
期
は
、
の
ち
に
聖
帝
・
聖
代
と
賞
賛
さ
れ
、
中
世
的
王
権
の
画
期
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
本
論
文
で
は
別
の
一
面
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
確
か
に
後
三
条
が
院
政
期
の
天
皇
た
ち
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
規
範
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
本
論
文
の
考
察
か
ら
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
後
三
条
期
に
お
い
て
も
未
達
成
・
不
完
全
な
面
が
あ
り
、
続
く
院
政
期
の
天
皇
た
ち
は
そ
う
し
た
実
情
を
承
知
し
た
う
え
で
、
後
三
条
に
完
璧
な
理
想
像
を
仮
託
し
た
こ
と
に
な
る
。
聖
帝
・
聖
代
観
の
な
か
に
、
い
わ
ば
理
想
化
さ
れ
た
「
幻
想
の
後
三
条
モ
デ
ル
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
院
政
期
全
体
に
関
し
て
も
、
摂
関
期
と
の
連
続
性
と
い
う
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。
